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序 文

平成 7 年に行なわれた国勢調査の結果、 多賀城市は人口 6 万人を数える

まちとなりました。 特に本市西部地域に位置する新田地区は、 仙台市と隣

接する地理的条件に加え 、 大規模な開発行為はないものの、 増加する住宅

需要のため住宅建設ラッシュとなっています。 この新田地区のほとんどは、

埋蔵文化財の包蔵地内にあり、 造成工事等を行うには発掘調査が必要とな

っています。 このため、 これらの開発行為等にともなう調査件数、 及び開

発面積も増加の傾向にあります。 平成 7 年度に埋蔵文化財調査センターが

実施した発掘調査件数は16件ですが、 このうち 4 件が新田地区（新田遺跡）

に集中したものでした。 今回収録した遺跡は、 その4件の内3地区のもの

で、 いずれも事前調査として実施したものです。 特に、 第15次調査では今

から約1,500,...._,l,600年前と考えられる水田跡が見つかりました。 これは新

田遣跡では、 初めての発見となりました。

最後になりましたが、 発掘調査に参加いただいた作業員のみなさん、 ま

た本報告書の刊行にあたり、 多大なご指導・ご協力いただきました多くの

方々に対し、 厚く御礼申し上げます。

平成 9 年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1. 本書は平成7年に多賀城市埋蔵文化財調査センターが受託事業として実施した発掘調査の成果をまと

めたものである。

2. 本書には新田遺跡第 15·17·18次調査の3件を収録した。

3. 本書中における各遺構の略号は次のとおりである。

SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SK: 土壊 sx: 水田

4. 本書挿図中の水糸レベルは、 標高値を示している。

5. 調査区の実測基準線は、 「平面直角座標系X」を使用し、 方位の標示は座標北を用いた。

6. 本書中の土色は、 「新版標準土色帖」（小山・竹原1976)を使用した。

7. 本書の執筆分担は第 I ·IV章を武田健市、 第II 章を石川俊英、 第III章を石本敬が担当した。 編集は石

川俊英、 石本敬、 武田健市が協議して行なった。

8. 発掘調査および本書作成に際しては、 次の方々および機関からご指導• ご協力を賜った。

宮城県教育庁文化財保護課、 東北歴史資料館、 宮城県多賀城跡調査研究所

佐藤甲二、 斎野裕彦（仙台市教育委員会）（敬称略）

9 .  遺物整理および実測図版作成等の作業は大山真由美、 太田久美子、 赤坂菜緒子、 管野礼子、 須藤美智

子、 伊藤美恵子の協力を得た。

10. 調査・整理に関する諸記録および出土遺物は多賀城市教育委員会で保管している。

11. 第 15次調査成果については、 1995年10月に開催された「第6回東日本の水田跡を考える会」において

資料発表しているが 、 本書の内容が優先するものである。



調 査 要 項

＜新田迫跡第15次調査＞

1. 遺 跡 名 新田遺跡（宮城県遺跡登録番号 18012)

2. 所 在 地 宮城県多賀城市山王字南寿福寺9-4

3. 調 査 面 積 65m2 (対象面積406m'り

4. 調 査 期 間 平成7年 4月21日,..._, 5 月31日

5. 調 査 主 体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

6. 調 査 担 当 多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 烏山 文夫

調査員 石川 俊英

7. 調 査協 力者 東北セルラ ー電話株式会社 株式会社NHKアイテック

（地権者）伊藤嘉二雄

8. 調 査参加者 伊藤 正直 小川 ちよ子 小川 光夫 小笠原 マキ子 佐々木 忠志

菅原 絹代 角田 静子 渡辺 ひで子 渡辺 義一

く新田遺跡第17次調査＞

1 所 在 地 宮城県多賀城市新田字後1 06-1 · 4· 5

2. 調 査 面 栢 33m'(対象面積 2,198m') 

3. 調 査 期 間 平成7年11月 1 日,..._,11月17 日

4. 調 査 主 体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

5. 調 査 担 当 多賀城市埋蔵文化財調査センター

調査員 石本 敬

6. 調 査協 力者 （地権者） 加藤三男

所長 鳥山 文夫

7. 調 査参加者 伊藤 正直 太田 洵一郎 小川 光夫 加藤 正士 鎌田 偲 熊谷 サツキ

後藤 恵子 手嶋 輿美

＜新田遺跡第18次調査＞

1 .  所 在 地 宮城県多賀城市新田字南安楽寺71-1

2. 調 査 面 積 400m2 (対象面積1.soom: り

3. 調 査 期 間

4. 調 査 主 体

5. 調 査 担 当

平成7年11月27 日""'-'12月 8 日

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 鳥山 文夫

調査員 千葉 孝弥 武田 健市

6. 調 査協 力者 株式会社佐藤産業 （地権者）佐藤進

7. 調 査参加者 伊藤 正直 遠藤 一代 大山 貞子 小笠原 マキ子 小川 ちよ子

小川 光夫 加藤 正士 小松 吉男 角田 静子 早坂 剛 山田 弘子

渡辺 ひで子 渡辺 義一
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I . 遺跡の地理的、 歴史的環境

遺跡の位置： 新田遺跡は、 多賀城市の西端部に位置している。 遺跡の東側には山王遺跡があり、 西側

は七北田川を境に仙台市の鴻ノ巣遺跡と接している。 本遺跡の範囲は南北1.6km、 東西0.8kmの広範囲に及

んでいる。 遠跡の面積は、 578千面である。

地理的環境： 本遺跡の周辺は、 七北田川によって形成された海抜6"'8mの自然堤防が発達した地域

である。 沖積層の厚さは40,...,60mに達し、 特に最上部は約3,..._,1omの厚さで泥炭、 有機質粘土及びシルト

層と砂層が交互に堆租している。

歴史的環境： 本遣跡は、 18次にわたる調査の結果、 弥生時代から奈良•平安時代、 さらには中世・近

世にまで及ぶ複合遺跡であることが判明してる。 特に平成7年度に実施した第16次調査では、 弥生時代中

期（桝形囲期）にまで遡る遺構を発見した。 更にこの下層からも造構や遺物を発見している。 このことは

本迫跡の所在する沖積地には、 従来考えられてきた年代よりも 、 かなり古い時期から居住域、 あるいは生

産域として利用されてきた可能性を示すもので注目される。 なお、 これ までの調査成果については、 一覧
表にしている。

新田遺跡航空写真（西から）
川沿いに南北に広がる集落が、 ほぽ遺跡の範囲である 。

中央やや上の丘陵に多賀城跡がある 。

ー
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番号 調査年次 調査地区 発 見 遺 構 主な 時 代 調宜原因
1 第

（昭和15
次

6年
調度査

） 
新田字後地内 掘土壊 立柱

、
建井笹戸跡 跡

、 竪穴住居跡 、溝跡 奈中良時
世
代 宅地造成

2 第（昭2和 5
次

7年
調度査

） 
山王字南寿福寺地内 掘土 立

墳
柱

、
建井惣戸跡 跡

、、 竪特殊穴住遺構居跡、溝跡 古 墳時代中
平

世
安時 代 宅地造成

3 第（昭3和 5
次

8年調度査） 山王字南寿福寺地内 掘土壊 立 柱
、
建井物戸

跡
跡

、
、

竪特 穴殊住遺構居跡、溝跡 古墳時代中 世
平 安時 代 宅地造成

4 第（昭 4和次
59年

調度査
） 

山王字北寿福寺地内 掘立 柱 建物跡 、溝跡 、 土壌、
井 戸 跡 中 平 世

安時近代
世 宅地造成

5 第（昭 5和次61年調度査） 山王字北寿福寺地内 掘土
立壊柱姦建、物埋桶跡遺、 構柱 列跡、溝跡 、 土塙 平中 安時

世
代 宅地造成

6 第（昭 6和次
62年調度査） 山王字北寿福寺地内 掘立柱建物跡 、溝跡 、 土塙、 井 戸 跡 古墳時代中 世

平安時代 宅地造成

7 第（昭
7和次

6 3年
調度査） 山王字北寿福寺地内 掘土 墳

立柱
、
建井物戸

跡
跡

、 竪穴住居跡 、 溝跡 奈良中•
平

世
安 時代 宅地造成

8 第（昭8和次63年調度査） 山王字北寿福寺地内 掘 立柱建物跡 、溝跡 、 土壊 、 井戸跡 平中安 時
世

代 宅地造成

， 第（昭和9次63年調度査） 新田字後地内 土掘墳立柱、
建祭物祀跡遺構、 竪穴住居跡 、溝跡

奈良·古平 墳
安時時

代
代 中世 宅地造成

10 第（昭1和0次
63年

調度査） 山王字北寿福寺地内 竪土 穴壊 住、 居 井戸墜跡
、 掘 立柱建物跡、溝跡 奈良•平 安 時代 幼稚園建設

11 第（平
11

成
次元年鯛度査

） 
山王字北寿福寺地内 掘道路立柱

跡
建

、
物

柱
跡
列

、
跡
溝、跡河、川土

跡
塙 、

井 戸 跡 古 墳時 代中 世
平安時代 宅地造成

12 r 平1
成

2次3 年鯛度査
） 

新田字後地内 土墳、 小溝跡 （ 畑跡） 奈良中•平
世

安 時代 宅地造成

13 第
（平1

成
3次

4 年調度査
） 

新田字後地内 掘小立溝柱跡建（
物
畑
跡
跡

、
）

溝跡 、 土 墳、
井 戸 跡 古墳時代中

平
世
安 時代 宅地造成

14 第（平1
成

4次6年調度査
） 

新田字後地内 竪穴住居跡 、溝跡 、 土填 奈良中•
平 安

世
時代 宅地造成

15 第（平1
成

5次
7 年調度査） 山王字南寿福寺地内 掘立柱建物跡 、溝跡 、 水田跡 古中 墳 時

世
代 電話局建設

16 第（平1
成

6次
7 年

鯛度査
） 

新田字後地内 溝跡 、 土塙、 埋甕、 畑 跡 、 河川跡 縄（ 中 文
期

（
）

晩、古期墳末時？代）～
～弥平安生 宅地造成

1 7 第（平
1

成
7次

7 年
調度査） 新田字後地内 溝跡 、柱穴 平安時 代 共同住宅建設

18 第（平1
成

8次
7 年調度査 新田字南安楽寺地内溝跡 、 土壊 中 世 宅地造成

第1表 新田遺跡調査成果一覧
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II. 第15次調査

1. 調査に至る経緯

今回の調査については、 平成6 年 1 0月に当該地を対象とした無線基地局建設事業が東北セルラ ー電話株

式会社より提示された。 協議は、 既成事実として 6 月当初には建物建設という日程が組まれていたため、

発掘調査についてはできるだけ短期間に終了できるような方向で進めた。 建物及び擁壁部分は盛土工法で

対応することができたが、 鉄塔部分については、 現地表下約2m まで基礎工事が及ぶため、 この部分につ

いては調査が必要の旨を回答した（平成 7 年 3月）。 その後4月に申請者より発掘調査の依頼があり、 当セ

ンタ ーと調査に関する日程、 費用の調整等を行い同月21日から発掘調査を実施した。

2. 調査経過

調査は、 4 月21日より開始した。 重機を使用して表土剥離を行なう。 対象区内には厚さ約lmの盛土が

あり、 その下層に旧水田土 （第 I 層）が堆積していた。 これらの土層はすべて除去した。 24日作業員を動

員して遣構検出作業に入る。 第II層上面からは、 溝跡及び柱穴を発見する。 溝跡は北側から見つかったも

のだが、 部分的な検出に止まった。 柱穴は、 一辺の規模が0.2......,0.Smで、 円形または方形であった。 柱痕

跡も確讃只さきた。 この柱穴の間尺、 方向から判断して全体の規模は不明であるが、 東西 3 間以上、 南北1

間の掘立柱建物跡であることがわかり、 溝跡より古いことも判明した。 平面固作成に必要な発掘基準線を

設定する。 さらに各遺構の写真撮影を行って、 第 II層上面で検出した全ての遺構について調査を終了する

(5月1日）。 5 月 8 日からは第 II層の除去作業に入る。 第IV層上面では全面に黒褐色粘土が分布し、 その
黒褐色粘土に凹凸があることを確認した。 そして平面形と土層堆積状況から判断して、 この面が水田とし

て耕作されていた可能性を考えた。 そして田面の規模から水田跡の中でも、 古い時期に属すると考えられ

ている小区画水田跡であることを認識した。 この面での図面作成、 写真撮影を行った。 下層の調査に入る

時点において、 第IV層で検出した遺構が水田跡であるという確証を得るため、 土壌サンプリングを行なう
( 1 0日） 。 調査は第JV,...._,X層 まで層位ごと掘り下げたが、 遺構は見つけることができなかった。 第XI層では

第IV層と同一と思われる水田土壌を検出したが、 田面、 畦畔等は発見できなかった。 土壌サンプリングの
結果では、 水田跡の可能性を指摘された。 これより下層は砂層であることを確認して土層堆積状況、 写真

撮影を行い全ての調査を完了した(31日）。

3. 調査成果

層序： 調査区全域には、 厚さ約lmの盛土があり、 盛土を除去した結果、 以下の堆租状況が判明した。

1-6.500m -I 

XI
-
Xll
 

瓢／／／／／
一

｀笏／／
一

I I I I I } 
第3図 土層断面図

第I層 オリープ黒色シルト
第II層 にぶい黄褐色シルト
第m陪 しこぶい黄褐色粘土
第rv層 黒褐色粘土
第V陪 にぶい黄褐色粘土
第Vl層 にぶい黄褐色シルト
第VII層 灰白色粘土
第Vlll層 褐灰色粘土
第IX陪 暗灰色粘土
第X層 黄褐色土
第XI陪 黒色粘土
第XIl層 にぶい黄褐色シルト
以下 砂層

陪厚約20cm前後、 調査区全域に堆積している 。

遺構面（建物跡 、 溝跡）になっている 。

水田耕作土

プラント・オパール検出、 水田耕作土の可能性あり 。
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第4図第rv層検出遺構

（発見遺構と遠物〕

今回の調査で発見された遺構は、 掘立柱建物跡l棟、 溝跡1条、 水田跡10区画、 柱穴等である。 以下、

層位毎に概要を記述する。

第rv層発見遺構 水田跡10区画を発見した。 ここでは一括して取り扱う 。

(1) 水田跡

S Xl585水田跡
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第 5 図 第II層検出遺構

北側を S Dl584によって破壊されているが、 調査区全域で発見した。 水田跡が見つかった場所の標高は

5.50mである。 耕作土は黒褐色粘土で、 厚さは平均して12cm前後である。 田面は北側が南側より若干高く

なっている。 畦畔は耕作土を盛り上げて作っている。 規模は下幅0.36........,0.48m、 高さ（最も残りが良好な

地点で） 6cmを計る。 断面形は台形もしくは半円状を呈している。 畦畔方向は北で13° 西に偏している。

この畦畔によって区画された田面は少なくとも10区画をかぞえるが、 区画全てを確認できたものは⑤の1

区画だけである。 これを見ると田面の形は長方形である。 面和は⑤が約8.00m2である。 なお 、 図面には示
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し ていないが、 田面及び畦畔には不整形の凹凸が多数認 め ら れた。 ま た 、 こ れ らに付属す る施設等に つ い

ては、 見つける こ と がで き なかった。 遺物は出土していない。

第 II層発見遺構 掘立柱建物跡 l 棟、 溝跡 l 条、 柱穴等を発見している 。 こ れ ら の遺構は、 土取りのた

め掘り込 ま れた面が不明だが、 こ こでは第 II層発見遺構 と して記載す る 。

(1) 掘立柱建物跡

S B 1583掘立柱建物跡

調査区の中央部で東西 3 間分、 南北 1 間分を発見 した。 東西方向にその延びが考え ら れ る が、 ここでは

一応東西 3 間以上、 南北 1 間の東西棟掘立柱建物跡と理解してお き た い。 S D 1584より古い。 建物の方向

は、 南側柱列で見る と ほ ぽ発掘基準線に沿っている 。 桁行柱間は南側柱列西より2.17m · 2 . l l m • 2 . 18m 

で総長6 .46m まで検出 し た。 梁行柱間では北より3 .32mである 。 柱穴は0.26-----0.36mの楕円形または方形

をなしている 。 埋土は酸化鉄粒子や地山プロ ッ ク を含んだにぶい黄褐色 シル ト であ る 。 柱痕跡は0. lm前後

の円形である 。 北西コ ー ナ ーの柱穴の底部か らは礎板 と 考え ら れるものが見つかっている 。 遺物は須恵器

瓶が出土 している。

(2) 溝 跡

S D 1584溝跡

調査区北側で南北溝跡の南側部分を発見 し た。 部分的な発見のため全容は不明である 。 S B 1583掘立柱

建物跡より新 し い。 同位置で 3 時期の変遷が認め られた（古い時期より a → b → C ) 。 規模は a 期上幅1.25

m以上、 深さ0.43m以上、 b 期上幅0.28m以上、 深さ0.41m以上、 C 期上幅1. 49m以上、 深さ0. 54mであ

る 。 埋土は 9 層に細分され る が、 黒色、 黒褐色系のシル ト 、 粘土が主体 と なっている 。 遺物は土師器杯 ・

甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶、 赤焼き土器杯、 中世陶器、 瓦、 カ マ ド片、 砥石が出土している 。 こ れ らはいずれ

も細片で、 図化でき るものはなかった。

6.000m 
陪位 土 色 土 性 ・ 混 入 物 備考

1 lOY R3/l 黒褐色 シ ル ト 酸化鉄粒子を含む C 期

2 lOY R2/l 黒 色 シ ル ト 炭化物、 酸化鉄粒子を含む C 期

3 10Y R4/l 褐灰色 粘 土 炭化物、 酸化鉄粒子を含む c 期

4 lOY RZ/2 黒褐色 粘 土 植物逍体を含む c 期

5 lOY R2/2 黒 色 シ ル ト 酵化鉄粒子を含む b 期

6 lOY R2/l 黒 色 シ ル ト 酸化鉄粒子を含む b 期

7 lOY R3/1 黒褐色 粘 土 地山プロ ッ ク を含む a 期

8 10Y R 2/l 黒 色 粘 土 植物遺体、 地山プロ ッ ク を含む a 期

， lOY R2/l 黒 色 粘 土 a 期
� I  I I 

第 6 図 S D  1584断面図

5 .  ま と め

調査の結果（第 II層、 第IV層） か ら 掘立柱建物跡 1 棟、 溝跡 1 条、 水田跡10区画、 柱穴多数を発見した。

これら の追構を層位毎に整理す る と 以下のよ う にな る 。

〗 S X !585 鳳→ S B 1583 → S D158< 
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第IV層か ら 発見した遺構には、 S X l585水田跡がある。 水田跡は新田遣跡ではは じ め ての発見である。

すでに山王遺跡（多賀前、 八幡地区） でも同時期もし く は、 弥生時代中期頃の水田跡が見つか っ てお り 、

多賀城市内では 3 番 目の発見 と な っ た。 ただ調査区が65m2 と非常に狭い範囲であるため 、 水田跡の具体的

な様相 に つ い ては不明である。

第 II 層か ら は S B 1583掘立柱建物跡 1 棟、 S D 1584溝跡 1 条を発見した。 こ こ で注目されるのは S D1584 

である。 こ れ ま での調査 に よ る と 寿福寺地区

にお いては、 大溝をめ ぐ ら した中世の武士の

屋敷跡が発見されている。 こ の屋敷は明治19

年の地籍図や現地の地表観察等か ら南北約280

m 、 東西約190mの規模 と 推定されている。 今

回の調査区で見つか っ た S D1584も地籍固に

ある畑地を区切る細長い短冊状の水田 と 溝 と

重ねあわせると 一致し、 立合調査でも、 位置

的に見て同様に地籍固にある水田 と ほ ぽ一致

する溝を見つけている。 こ れ ら の溝は周辺地

区で見つかった屋敷 跡 と 関わ り のある溝 と 一

連のものである とはいいき れないものの、 可

能性があると推定される。

発見した掘立柱建物跡、 溝跡の年代 は こ れ

ま での調査成果、 新旧関係、 出土遺物等か ら

中世 （概ね室町時代） 頃 と 考えられる。 S X

1585水田跡に つ い ては、 出土遺物がないため

は っ き り と はわ か ら な い が、 陪序等及び小区

画水田形態か ら判断すれば古墳時代中期頃と

考えている。

く引用 ・ 参考文献＞
多賀城市教育委員会 「年報 1 」 多賀城市文化財調査報告書第14集 1987年
多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー 「年報 2 」 多賀城市文化財調査報告香第16集 1988年
多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー 「新田遺跡」 多賀城市文化財調査報告書第18集 1989年
多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー 「年報 3 」 多賀城市文化財調査報員聾第20集 1989年
多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー 「新田逍跡」 多賀城市文化財調査報告書第23集 1990年
千葉孝弥 「留守氏の館と市のにぎわい」 「よみがえ る 中世」 7 1992年
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プ ラ ン ト ・ オ パー ル分析結果

株式会社古環境研究所

1 .  は じ め に

植物珪酸体 は 、 ガ ラ ス の 主成分であ る 珪酸 (Si02 ) が植物の細胞内 に蓄積 し た も の で あ り 、 植物が枯死

し た 後 も 微化石 （ プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル） と な っ て 土壌中 に 半永久的 に 残 っ て い る 。 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル （植

物珪酸体） 分析 は 、 こ の微化石 を遺跡土壌 な ど か ら 検出 し 、 そ の組成や量 を 明 ら か に す る 方法 で あ り 、 イ

ネ を は じ め と す る イ ネ 科栽培植物の 同定お よ び古植生 ・ 古環境の推定 な ど に 応用 さ れて い る 。

新田遺跡第15次調査で は 、 古墳時代 と み ら れ る 水田遺構が10 区画分検出 さ れた。

そ こ で、 同遺構 に お け る 稲作の検証な ら び に そ の他の 層 に お け る 稲作跡の探査 を 目 的 に プ ラ ン ト ・ オ パ ー

ル分析 を行 う こ と に な っ た 。

2 試 料

調査地点 は 、 電話局鉄塔部分 よ り 検出 さ れた 水田遺構 と 調査区土層断面で あ る 。

調査区の土層 は、 上位 よ り 盛 り 土直下の オ リ ー ブ黒色土 ( L - I 層） 、 黄褐色 シ ル ト ( L - II 層） 、 黄褐

色粘土 ( L -III層） 、 黒褐色粘土 ( L ーIV層） 、 黄褐色粘土 ( L - V 層 ） 、 黄褐色 シ ル ト ( L -VI層） 、 灰 白

色粘土 ( L -VII層） 、 褐灰色粘土 ( L -VIII層） 、 暗灰色土 ( L -IX層） 、 黄褐色土 ( L - X 層） 、 黒色粘土 ( L

- XI 層） 、 黄褐色 ( L - XII 層 ） の 12層 に分層 さ れた 。 こ の う ち 、 水田遺構が検出 さ れた の は L -IV層 で あ る 。

試料 は 、 検出水田遺構面 よ り 採取 さ れた 4 点 （試料番号 S l ,......_, S 4 ) 、 調査区土層 断面 よ り 採取 さ れた 4

点 （試料番号 S 5 、 S 6 、 S 7 、 S 8 ) の計 8 点 で あ る 。 こ れ ら は い ずれ も 遺跡の調査担当者 に よ っ て 採

取 さ れた も の で あ る 。

3 .  分析法

プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル の 抽 出 と 定量 は 、 「 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル定量分析法 （藤原、 1976) 」 を も と に 、 次の

手順で行っ た 。

1 )  試料土の絶乾 ( 105℃ • 24時間）

2) 試料土約 1 g を 秤量、 ガ ラ ス ビ ー ズ添加 （直径約40µm、 約0 . 02 g )  

※ 電子分析天秤 に よ り 1 万分の 1 g の精度で秤量

3) 電気炉灰化法 に よ る 脱有機物処理

4) 超音波 に よ る 分散 (300W • 42KHz ・ 10分間）

5) 沈底法 に よ る 微粒子 (20µm以下） 除去、 乾燥

6) 封入剤 （ オ イ キ ッ ト ） 中 に 分散、 プ レ パ ラ ー ト 作成

7) 検鏡 ・ 計数

検鏡 は、 お も に イ ネ 科植物の機動細胞 に 由来す る プラ ン ト ・ オ パ ー ル （以下、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル と 略

す ） を 同定の対象 と し 、 400倍の偏光顕微鏡下で行 っ た 。

計数 は 、 ガ ラ ス ビ ー ズ個数が400以上 に な る ま で行 っ た 。 こ れ は ほ ぼプ レ パ ラ ー ト 1 枚分の精査 に 相 当 す る 。

検鏡結果 は 、 計数値 を 試料 1 g 中 の プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル個数 （試料 1 g あ た り の ガ ラ ス ビ ー ズ個数 に 、

計数 さ れた プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル と ガ ラ ス ビ ー ズ の個数の比率 を乗 じ て 求 め る ） に換算 し て 示 し た 。 ま た 、

お も な分類群 に つ い て は 、 こ の 値 に 試料の仮比重 ( 1 . 0 と 仮定） と 各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1 個
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あたりの植物体乾重、 単位 ： 10- 5 g ) を乗 じ て、 単位面稜で層厚 1 cmあたりの植物体生産雇を算出 し た。

換算係数は、 イ ネ は赤米、 キ ピ族は ヒ エ、 ヨ シ属は ヨ シ、 ウ シ ク サ族はス ス キ、 タ ケ亜科に つ いては数種

の平均値を用いた。 その値は、 それぞれ2 . 94 (種実重は1 . 03) 、 8 . 40、 6 . 31、 1 . 24、 0 . 48である （杉山•藤

原、 1987) 。

4 分析結果

採取された試料すべてについて分析を行った結果、 イ ネ 、 ヨ シ属、 ウ シ ク サ族、 タ ケ亜科の各分類群の

プラ ン ト ・オパールが検出された。 こ れ ら の分類群につ いて定磁を行い、 そ の結果を表 uこ 示 し た。 なお、

主な分類群については巻末に顕微鏡写真を示 した。

5. 考 察

水田跡の検証や探査を行 う 場合、 通常、 イ ネ のプラ ン ト ・ オパールが試料 1 g あたりおよそ 5,000個以上

の密度で検出された場合に、 そ こ で稲作が行われていた可能性が高 い と 判 断 し ている。 た だ し、 仙台平野

では こ れ ま での分析調査において、 プラ ン ト ・ オパール密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出されて

いる例が多々ある こ と か ら 、 こ こ では判断の基準値を3 , 000個 と し た。 ま た、 その層にプラ ン ト ・オ パール

密度のピー ク が認 め ら れれば、 上層から 後代のものが混入 した危険性は考えに く く なり、 そ の層で稲作が

行われていた可能性はより確実なもの と なる。以上の判断基準に基づき稲作の可能性につ いて考察を行う 。

(1) 水田逍構面 ( L -IV層）

分析試料は検出迫構面 4 箇所において採取された。 分析の結果、 試料S 3 を除 く 各試料か ら イ ネのプラ

ン ト ・ オパールが検出された。 プラ ン ト ・ オパール密度は 0 ----12, 500個/g とかなりばら つ き がみ ら れるも

のの、 平均で5 , 000個/ g 弱 と 高い値である。 したがって、 本層準において稲作が行われていたもののと判

断される。

なお、 こ こ では各試料に共通 し て ヨ シ属 と タ ケ亜科がともに比較的高い密度で検出されており、 乾湿が

繰り返されてい た こ と が推定される。 こ の こ と か ら 、 当該水田遺構の形態は乾田型であった と み られる。

(2) 土層壁面

本地点では試料 S 5 ---- S  8 の 4 点が採取された。 分析の結果、 イ ネ のプラ ン ト ・ オパールは試料 S 7 と

S 8 より検出された。 したがって、 こ れ ら の試料が採取された層準において稲作が行われていた可能性が

考 え ら れる。 こ の う ち 、 試料 S 8 ではプラ ン ト ・ オパール密度が8 ,000個/g と 非常に高い値である こ と か

ら 、 本試料が採取された層準については稲作跡である可能性が高い と判断される。 なお、 こ こ では タ ケ 亜

科が比較的高い密度で検出されているのに対 し ヨ シ属は少量である。 したがって、 稲作跡が水田であった

と すればそ の形態は乾田型であった と 推定される。

6 .  ま と め

新田遺跡15次調査にお いてプラ ン ト ・ オパ ール分析を行い 、 検出された水田遺構にお ける稲作の検証な

ら びにそ の他の層にお ける稲作跡の探査を試みた。 その結果、 水田遺構が検出された L -IV層か らはイ ネ

のプラ ン ト ・ オパールが高い密度で検出された こ と か ら 、 同遺構において稲作が行われていた こ と が分析

的に確認された。 ま た、 試料S 8 が採取された層準においてもイ ネのプラ ン ト ・ オパールが高い密度で検

出され、 こ こ も稲作跡である可能性が高い と判断された。
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表 l 新田遺跡15次調査のプラ ン ト ・ オパール分析結果
検出密度 （単位 ： X lOO個/g )

水 田 面 壁 面
分類群＼試料

1 i S 2 i S 4 1 s s 3 s 5 s 6 s 7 : S 8 

イ ネ 125 ＇ ! 63 ＇ ! 6 1 28 ． [ 80 
キ ビ族 （ ヒ エ属 な ど）
ヨシ属 35 46 38 33 24 25 21 5 
ウ シク サ族 （ス ス キ属 な ど） 12 17 6 13 7 11 
タケ亜科 （お も にネザサ節） 236 132 92 111 95 190 124 134 

推定生産屈 （単位 ： kg/m' · cm) 

イ ネ 3.68 : 1.86 : 0.16 j 0 .81 j 2.36 
（ イ ネ 籾） 1.29 : 0.65 : 0.06 : 0.28 : 0 . 83 

キ ビ族（ヒエ属など）
ヨ シ属 2 . 19 2.90 2.38 2.11  1 .51  1 . 60 1.31 0.34 
ウ シ ク サ族 （ ス ス キ属など） 0.14 0.21 0 .07  0 . 16 0.09 0 . 13 
タケ亜科 （ お も に ネザサ節） 1 . 13 0.64 0.44 0.53 0.46 0.91 0.60 0.64 

1 1  



写 真 図 版
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III . 第17次調査

l 調査方法と経過

本調査は、 共同住宅建設に伴う事前調査として実施した。 地権者より提示された開発計画の対象地は、

新田遣跡の範囲内の西端付近に位置し、 折から近接地において実施していた発掘調査 （新田遣跡第16次調

査）においても古代の追構が検出されていたことから、 当該地にも 同様の遣構が存在することはほぼ間違

いないと判断された。 そのため、 発掘調査の実施について地権者と協議を行い、 その同意が得られたこと

から調査を実施するに至ったも のである。

調査においては、 対象地域のうち盛土を行うため地下の遺構には影癌が及 ばないと判断された住宅建築

部分を除き、 半永久的な構築物であり、 しかも埋設物を設置するために一部掘削を行う道路拡幅部分のみ

を調査の対象とした。

調査は、 道路予定地に幅 2 m、 長さ17mの東西に細長い調査区を設定して11月 1 日から開始した。 は じ

めに重機により表土除去を行い、 地表面より約8 0cm下で遺物を含む土層 （基本層位第IV • V層） を確認し

た。 引き続き、 この土層を掘り下げた結果、 調査区東半部において東西方向に延びる溝跡(S D l620溝跡）

を検出した。 また、 西半部ではこれによって壊される南北方向の小溝群を検出した。 その後 、 天候不良等

による若干の中断期間を 経て、 11月 8 日からは遺構の掘り込み調査を行い、 S D 1620溝跡については 3 時

期の変遷があること を確認した。 この作業と並行して、 調査区内に任意の図面基準点を設定し、 掘り下げ

ごとに随時平面図作成を行う。 遺構の掘り込み調査は11月15日でおおむね終了し、 続いて断面固作成のほ

か調査区全景や個々 の遺構の写真撮影を行う。 この時点で断面固と平面図の基準点のそれぞれの標高値と

国家座標値を計測する。 調査はその後補足的な図面作成等を行い、 遺構面を覆うための埋め戻し作業 を最

後 に、 11月17日をも って終了した。

2 調査成果

〔層 序〕

第 I 層 表土。 現代の畑の耕作土。

第II 陪 黒褐色を呈する土眉で、 土性、 土質とも第 I 層に類似する。

第III層 黒褐色を呈する土層で、 1 0"'-'25cmの厚さで調査区全域に平均的に堆積している。 古代の遺物片を

わずかに含む。

第IV層 黒色を呈する土層で、 他の土層に比べ著し く 土色が異なる。 また、 下層にみられる土層と同様の

灰黄褐色土を斑状やプロ ッ ク状に含む。 調査区東側で顕著に認められるほか、 南西隅にも 薄 く 堆

積している。 土師器、 須恵器、 赤焼き土器の古代の遺物を多 く 含む。

第V層 色調の濃い灰黄褐色を呈する土層で、 1 0"'-'20 cmの厚さで調査区全域に堆積している。 遺物は、 調

査区東側ほ ど多 く 出土し、 土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 瓦がある。

第V1層 暗灰黄色を呈する、 やや砂質の土層である。 調査区全域で認められるが、 厚さ10cm以内と薄い堆

16 

稜である。 下層の古代の地山と考えられる黄褐色砂質土と類似する。 今回発見した遺構は、 すぺ

てこの上面から掘り込まれている。 また、 遣物は出土していない。
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土層観察表
トー8.000m

3
T
 

1
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囮位 土 色 • 土 性 錨 考 層位 土 色 • 土 性 錮 考
基本層位 3 貧褐色シル ト (2 SYS/3) C期ー2屈 やや砂質。

I 暗褐色シル ト (JOY R3/3) 表土。 4 贔褐色シル ト (JOY R3/l) II 炭化物、 焼土粒を多く含む．

II 黒褐色シル ト (IOY R3/2l にぶい貧祀色土小プロ ッ ク を含む。 5 暗灰貿色シ,, ト (2.5Y4/2) B期ー 1 層
Ill 黒褐色シルトOOY R2/2) にぷい黄褐色土斑を多く含む。 6 黄灰色シル ト ( 2.5Y4/I) II 炭化物を多く含む。rv 黒色シルト(JOY R2/l) 灰黄褐色土斑とプロックを多く含む。 7 暗灰黄色シ,, ト (2.SYS/2) B 期一 2 層 貧褐色砂質土斑を含む．

V 灰黄褐色シル ト(JOY R4/2) にぷい黄褐色土斑を若干含む。 8 黄灰色シ ル ト (2.5YS/1) II 灰白色火山灰を多く含む。VI 暗灰賀色シルト (2.5Y4/2) 地山プロックを多く含む。 ， 貿灰色シルH2.5Y4/l)
S 01620 10 黒褐色シル f (2.5Y3/1) B期ー3陪

I 褐灰色シル ト (JOY R4/1) C期ー 1 屈 JI 黒褐色シルH2.SY3/I) A期ー 1 闇
2 臥褐色シル ト(JOY R3/1) C期ー2層 炭化物、 焼土粒を含む。 12 暗灰黄色シルト (2.SY4/2l 地山プロ ッ ク を含む。

第 1 図 調査区全体図
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（発見遺構と遺物〕

今回の調査で発見された遺構は 、 溝跡 l 条、 小溝群、 柱穴と考 え ら れる ピ ッ ト である。 遺物は 、 溝跡か

ら の も のを中心に土師器、 須恵器、 赤焼 き 土器、 瓦が出土している。 出土倣は整理用平箱 2 箱分である。

(1) 溝 跡

S Dl620溝跡 ： 調査区のほぼ全域を斜めに走る東西方向の溝跡である。 方向は 、 発掘基準線に対して

東で11度南に偏している。 ほ ぼ同位置、 同方向で 3 時期の変遷が認め ら れ、 古い順にA期→ B期→ C期と

した。 この う ち A期 は、 調査区北東隅にわずかに埋土が残存し ている程度であるため 、 詳細は知 り 得なか

った。 次に B期については 、 規模が底面幅0 .5.......,0 .6m、 上幅は北側がC 期と重複するため不明であるが、

断面観察等か ら推定するとおよそ2.5mである。 深さ は確認面か ら約0 .8mを計る。 断面形は逆台形状を呈

して、 南、 北両壁と も 中 ごろ で緩やかな段を有する。 埋土は中間の層で細か く 分け ら れ、 そ の う ち の一層

に は10世紀前半に降下した灰白色火山灰が多量に含 ま れる。 C期については 、 規模が底面幅0.9.......,1.0m、

上幅は北側が調査区外にかかるため不明であるが、 推定するとB期と同規模かあるいはやや狭ま ると思わ

れる。 深さは確認面か ら約0.4mを計る。 断面形は舟底状を呈する。 埋土は底面付近で細か く 分け ら れ、 直

上の土層に は炭化物や焼土粒が多 く 含 ま れる。 なお、 B期の掘 り 下げ段階で調査区中央付近の南壁の上端

沿いに柱穴と考え ら れる ピ ッ ト のま と ま り が認め ら れた。 これ ら は径15....._,25cmの円形を呈す る も のと、 径

30"'-'55cmの不整形を呈し、 断面形が底面に向かって徐々 に狭ま る形態の も のに大別で き る。 いずれも深さ

は20cm前後である、 埋土は溝跡と共通する。 さ ら に 、 このなかに は溝跡と方向を同 じ く して一列に並ぶ規

則的な配置をとる も の ( P l ....._, 4 、 P 5 ....._, 7 ) も 認 め られる。

遺物は 、 A期ではロ ク ロ 調整の土師器甕の破片が l 点出土しているにすぎない。 B 、 C期については、

いずれも 調査区東側を中心に出土してお り 、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 瓶、 赤焼き 土器杯、 瓦がある。 こ

の う ち 、 土師器と赤焼き 土器の出土凪が全体の 9 割以上を占める。 さ ら に 、 両者の比率は 2 つの時期 と も

およそ2.5 : 1 である。 ま た 、 杯類に関しては底部が残存している個体のすべてが、 回転糸切 り 技法でロ ク

ロ か ら 切 り 離 し、 再調整を施さないも のである。

ロニ
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第 2 図 S D  1620溝跡出土遺物

(2) 小溝群

調査区全域で検出 した南北方向に延びる細長い溝跡のま と ま り である。 S D1620溝跡と重複関係にあ り 、

すべてこれよ り 古い。 調査区内では21条を検出したが、 その分布状況か ら さ ら に周辺に範囲が広がると予

想される。 しかし、 今回は調査区の幅が非常に狭 く 、 しか も 東半部はS D1620溝跡によって壊され部分的

に しか検出できな い も の も 多 い。 そのため 、 こ こでは具体的な数値やグルー プ分けには触れず、 検出状況
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の傾向だけを述べ る こと に す る 。 ま ず方向についてみ る と、 こ れ ら は北で 5 度前後東に偏するものと、 北

で20度前後東に偏す るものに大別で き る 。 規模は上幅が20......,60cmと ば ら つ き が み ら れ、 方向の傾き の小さ

いものに幅の狭いものが多い。 深さはいずれも10......,15cmを計る 。 溝同士の間隔にもばら つ き がみ ら れ る が、

40......,60cmの範囲にお さ ま るものが多いよう である 。 しか し、 方向の傾きが大き い溝同士の問隔は約 2 mと

かなり広 く なっている 。 ま た各溝同士は、 調査区内での重複が ご く わずかなため 、 方向の傾 き が異 な る も

のの間の新旧関係は不明とい わ ざ る を得ない。 遺物は、 調査区中央付近の溝跡か ら 、 ロ ク ロ 調整の土師器

甕の破片が 1 点出土してい る だけである 。

� 三旦ロニ こ 。 こ
10cm 

単 位 ： cm C l は推定値

番号 種 類 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 登録番号l 備

1 須 思 器 杯 V層 ロ ク ロ ナ デ 底部回転糸切り ロ ク ロ ナ デ (12.2) 5.2 4.1 R- 7 

2 赤焼き土器 杯 V 隈 ロクロナデ 底部回転糸切 り ロ ク ロ ナデ (I0.4) (4.0) 2.9 R- 4 

赤焼き土器 杯 V 層 ロ ク ロ ナ デ 底部回転糸切 り 0 ク ロ ナデ 4.6 R- 5 

4 赤焼き土器 高台付杯 v層 ロ ク ロナデ ロ ク ロナデ (5.3) R- 6 

第 3 図 堆積土出土遺物

3 ま と め

今回の調査で発見された主な遺構は、 溝跡 1 条と小溝群であ る 。

調査区の約半分の範囲 を 占 め る S D1620溝跡は、 同位置で 3 時期の変遷が認め られた。 こ の う ち 、 中間

の時期の B 期にはその埋土中に灰白色火山灰が含 ま れ る 。 出土遺物をみ る と、 B 期と C 期には赤焼 き 土器

が多 く 含 ま れ る 。 ま た出土遺物の杯類の底部は、 すべて回転糸切り無調整のものに限定される 。 これ ら の

特徴を多賀城跡出土土器の分類 （註 1 ) と照 ら し合わ せ る と、 E群土器と F群土器の特徴と一致 す る 。 さ

ら に F群土器 に み ら れ る赤焼き 土器の小形の器種が ここでは出土していない こ とか ら 、 本溝跡出土土器は

E群土器に相 当 す る と考えられる 。 E群土器の年代は、 10世紀前半か ら 後半にかけての頃とされており、

本溝跡の埋土中 に み ら れ る 灰 白色火山灰の降下年代とも矛盾しない。 ま た一番古いA期につ いては、 出土

遺物が 1 点のみのため年代は把握でき ないが、 後続す る B期との間にそれほ どの年代差がある とは思えな

い ことか ら 、 本溝跡の年代は10世紀前半を中心にするものと考え ら れ る 。

次に、 S D1620溝跡の南壁の上端沿いに認め ら れ る 各 ヒ゜ ッ ト に つ い ては、 その規則的な配誼か ら本溝跡

に 伴 う 通路等の施設の柱穴や杭跡とも考えられる 。 しかし 、 検出範囲が限 られてい る こ とな どの制約か ら 、

こ こ ではそ の可能性の指摘だけにと どめてお き たい。

小溝群については、 本調査区の近接地の調査でもかなりの頻度で検出されてい る畑跡とされる遺構と同

様のものとみている 。 年代は、 S D1620溝跡に壊されている ことから 、 その下限を10世紀前半頃とす る こ

とがで き る 。 上限につ いては不明といわ ざ る を得ないが、 本遺構をは じ め調査全体の出土遺物をみても、

奈良時代以前の明確な遺物がない こ と な ど か ら 、 下限年代を大幅にさかのぽる こ とはないと考えられる 。

註 1 白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要vu』 1980
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新田第17次調査写真図版

遺構検出状況（西側よ り ）

東壁土層堆積状況 （西側 よ り ）



IV . 第18次調査

1 調査区の位置
今回の調査区は新田遺跡のほぽ中央部に位置している。 昭和56 · 59年 に本調査区の東側で実施 した試掘

調査では、 低湿地が広がっていることを確認している 。

2 調査に至る経緯

今回の調査については、平成7 年11 月 1 日に佐藤進氏か ら当該地における宅地造成計画の提示があっ た。

協議の結果、 宅地部分は盛土造成であるこ と か ら 地下に影菩を及ぼさないと判断し、 道路部分のみ事前調

査が必要である旨を回答した。 その後 、 佐藤進氏から発掘調査の依頼があり、 調査の日程および費用の調

整等を行い、 11月27日より発掘調査を開始 した。

3 調査経過

今回の調査では当初予定した道路部分のほかに、 地理的環境を把握するため開発区域にさ ら に 2 ケ所の

ト レ ンチを設定した。

11月27日 重機による表土剥離を開始すると同時に作業員を導入 し ト レ ンチ内の精査を行う。

11 月28日 土層の堆積状況を確認するため調査区の壁際に沿って深掘りを行う。 その結果、 本地区内に

は低湿地が広がっており、 遺構は稀薄であることが判明した。

11 月3 0日 各 ト レンチの全景写真撮影を行い、 同 日午後か ら 実測図作成のための基準点を設置する。

12月 1 日 1 /20、 1 /100 ス ケールで実測図を作成する (,..,_, 7 日）。

12月 8 日 調査用器材の後かたずけを終えて調査の全口程を終了 し た 。

4 調査成果

発見し た遺構

No. l ト レ ンチで土塙 1 基、 溝跡 1 条を発見した。

S Kl622 

第1 ト レ ンチ西側、 L - V 層上面で発見した土壊である。 調査区が限られていたため全体の規模は不明

であるが、 検出 した部分でみると上幅6.4m、 下幅3.6m、 深さl.Omである。 埋土は5 層に細分できる。 最

上層が黄褐色粘土層 (lOY R5/4) で、 以下オ リープ褐色粘土層 ( 2 .5Y4/3) との互層である。 遺物は土師

器の破片が 1 点出土している。

5 ま と め

1 .  今回の調査では土壊1 基、 溝跡1 条を発見した。

2. 遺構の年代については明ら かではないが、 L-Vlll層との関係か ら10世紀前葉以降のものである。

21 
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L - I  現代の表土
L-II lOY R4/4褐色砂陪
L-lli 10Y R 5/6黄褐色シル ト 陪
L-N 2.5Y4/l黄褐色粘土層 砂粒を混

入
L-V lOY R4/l褐灰色粘土陪 今回発

見 した遺構の検出面
L - Vl 2.5Y6/3にぶい黄褐色砂層
L-VTI 2.5Y3/4オ リ ープ褐色粘土陪
L -VIII 2.5Y3/1黒褐色粘土陪 灰白色火

山灰をプロ ッ ク状に混入
L-IX 2.5Y6/4にぶい黄補色シル ト 層 と

2.5Y3/l黒褐色粘土層の互陪
L-X 5Y4/2灰 オ リ ー プ色粘土尼
L-XI lOG Y6/1緑灰色砂層
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